
Case Study

インターネット広告を中心とする eマーケティ
ング分野に携わり、多様な顧客のニーズに応え
ているオプトは、本社の移転を好機と捉えてコ
ミュニケーション基盤を刷新した。複数のソ
リューションを比較検討し、携帯電話との連携
強化や、運用管理の効率化など、さまざまな課
題を解決できるものとして、シスコのユニファ
イド コミュニケーションを選択した。

今回、シスコを選んだ理由としては、
 ・ 携帯電話と社内通話の連携を容易かつ効果
的に行えるコミュニケーション フローを実
現できること

 ・ ビデオ会議や社内システム、セキュリティ
対策との連携がスムーズに図れること

 ・ 安定稼働に不可欠なフェイル オーバー対策
で満足できるシステムであったこと

などが挙げられる。

移転プロジェクト自体が短期間であったこと
や、組織改編に伴うレイアウトや諸設定の決
定に時間がかかったことなどから、作業の負
担は非常に大きなものになったが、販売パー
トナーが同社のネットワーク構築に携わって
いたこともあり、互いの尽力によってスケ
ジュールどおりに稼働させることができた。

 ・ 携帯電話を内線電話と同様に使うことがで
き、営業担当者とのコミュニケーションが
スムーズになった。

 ・ 固定電話への着信に出られない場合の、携

帯電話への転送、自動音声応答によるメッ
セージ録音やグループ代表番号への転送な
ど、スムーズかつ最適な顧客対応を支援す
るコミュニケーション フローを構築できた。

 ・ キャリア サービスと連携させることで、携帯電
話と固定電話間の通話料を大幅に削減できた。

 ・ デスクトップ共有やビデオ会議による的確
なコミュニケーションも浸透している。

 ・ 工事費の削減、運用管理の負担減による、
大きなコスト効果を得られている。

 ・ 各拠点にも導入を進め、相互のコミュニ
ケーションをより活性化させていきたい。

 ・ 外部スタッフの常駐など作業環境のセキュ
リティ対策を充実させるために、検疫ソ
リューションを導入したい。

 ・ 導入予定の CRMや、ビデオ会議との連携
など、いっそうの活用を進めて高い成果を
実現したい。

株式会社オプト
http://www.opt.ne.jp/

e マーケティング事業、インターネット広告代理店
従業員数：701 名

一歩進んだコミュニケーションを目指し
本社移転を機にシスコ ユニファイド コミュニケーションを導入
携帯電話との連携強化や運用コスト削減など数々のメリットを実現

導入ソリューション

インターネット広告をはじめとする e マーケティング分野で高い評価を受けているオプトは、本社の移転に伴い、
IP 電話をはじめとするコミュニケーションの基盤を刷新した。
シスコ ユニファイド コミュニケーションを選択することで、信頼性に優れた基盤を構築し、
携帯電話との連携によるモバイル コミュニケーションの強化、運用管理の効率化など、数々の課題を克服している。

シスコ ユニファイド コミュニケーション

 導入前の課題、検討事案
 ・ 携帯電話と内線／外線を連携させた運用を効果的に行いたい
 ・ 電話の工事にかかる費用や設定変更の労力を削減したい
 ・ 社内システムと連携できるコミュニケーション基盤を実現したい
 ・ 外部スタッフの持ち込み PC など、セキュリティへの対策を強化したい

 導入効果
 ・ FMC（固定電話＋携帯電話）連携：モバイルコネクト機能で内線電話と同等の使い勝手を
携帯電話で実現し、モバイルかつ顧客対応能力を強化するコミュニケーション環境を構築

 ・ 営業担当者との連絡がスムーズになり、コミュニケーションの効率が大きく向上
 ・ 携帯電話への着信でも、自動音声応答によるメッセージ録音やグループ代表への転送をお
客さまが選択でき、柔軟かつ最適なコミュニケーション手段による顧客対応力の向上を実現

 ・ 運用管理を社内対応とすることで、工事費用と諸設定の労力を大幅に削減
 ・ ビデオ会議との統合や、セキュリティ ソリューションとも連携できる基盤を実現

1 導入のきっかけ―本社の移転を機に、
効果的なコミュニケーションの基盤を 
実現したい

2 シスコを選んだ理由―
シスコの高い技術力と先進性、 
販売パートナーの対応力を評価

3 導入プロセス―
販売パートナーの尽力を得て、 
驚異的な短納期構築を実現

4 導入効果―
FMC（固定電話＋携帯電話）連携：
モバイルコネクト機能による携帯電
話とシスコ ユニファイド コミュニケー
ションの連携は効果大。携帯電話の通
話コスト、運用コストも大幅削減

5 今後の展開―
各機能の活用、多拠点への展開で、 
より進んだコミュニケーションを 
目指す
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導入の経緯～
導入プロセス

導入効果

本社の移転を好機として、「一歩進んだ」
効果的なコミュニケーションの基盤を実現したい

FMC（固定電話＋携帯電話）連携：モバイルコネクト機能による携帯電話と
シスコ ユニファイド コミュニケーションの連携は効果大。
携帯電話の通話コスト、運用コストも大幅削減

インターネットを重要なマーケティング ツールのひとつと位置づけ、

緻密な分析に基づくプロモーション、高い効果を生み出すバナー広告や

動画広告の制作、さらに検索エンジン最適化（LPO）などテクノロジー

を活用した取り組みを行って多様な顧客ニーズに応えているオプトは、

2009年 4月に本社を移転した。それを機に、より効果的、効率的なコ

ミュニケーションを目指した同社は、シスコのユニファイド コミュニ

ケーションを選択し、ネットワークを含めた基盤の刷新を行った。

ビジネス IT 本部 MIS 部 部長の中根誠夫氏は、導入の経緯を次のよう

に話す。

「以前運用していた IP電話は、社内システムとの連携やセキュリティへ

の対応、携帯電話と組み合わせた運用など、いろいろな課題がありまし

た。組織改編に伴う電話工事や運用管理の負荷を減らすことも合わせ、

課題を克服して一歩進んだコミュニケーションというものを実現するに

は、どうすればいいのかを模索していました。

今回の移転では、従来 1 フロアにまとまっていた配置が複数のフロアに分

散したので、お互いのやり取りをスムーズに行える仕組みは不可欠になっ

たのです。そこで、在席

確認（プレゼンス）やビ

デオ会議などの導入も含

めて検討を進めました。

営業、クリエイター、メ

ディアなど各担当者が直

接顔を会わせなくても、

同社は四半期に 1 回は組織改編を行っており、社内レイアウトの変更

や内線番号の再設定といった作業が生じている。以前は電話システムの

工事と設定を外部に委託しており、タイムリーな対応が難しいことや、

工事費用の負担が大きいことは課題となっていた。

今回シスコ ユニファイド コミュニケーションの導入に伴い、運用管理

を社内で行うことにして、これらを大きく改善することが可能になった

という。

ビジネス IT 本部 MIS 部の原亮氏は、次のように話す。

「以前は設定や調整に 1 ヶ月ほどかかっていて、改編後すぐに電話を使

うことはできませんでした。稼働が安定してきた時期に改めて組織改編

が行われるという感じで、工事も大変ですし、運用面ではいろいろと苦

労がありました。

ユニファイド コミュニケーションになって、社内で番号設定などでき

スムーズに意思疎通できる環境を実現することが狙いですね」

新しいシステムに移行する際、最初に実現したかったのは携帯電話と内

線／外線の統合だったという。続いて、ビデオ会議の統合や、インタラ

クティブな運用によるコミュニケーション手段の拡張、Web や 社内シ

ステムなどとの連携による効率化、という流れで考えていたとのこと。

こうしたニーズに速やかに対応でき、さらにセキュリティ対策などネッ

トワーク全体をフォローする他のソリューションとの組み合わせにも応

えられるものとして、シスコのユニファイド コミュニケーションを選

択したと中根氏は話す。新しいオフィスでは「機能美」というコンセプ

トを掲げており、それに合致するシステムでもあったという。

また中根氏は、最終的な決断の決め手になったポイントとして、信頼性

を挙げる。

「機能的には、比較検討した複数のソリューションに大きな違いはな

かったと思います。ただ、システムの安定稼働という面でフェイル オー

バー対策に満足できるのはシスコだけだったのです。それが、最後の決

め手になりました」

本社の移転プロジェクト全体で 4 ヶ月ほど、システム構築に 2 ヶ月ほ

どと、どちらの期間も非常に短かったこと、組織変更に伴うレイアウト

や電話機の設定内容が確定しないうちから作業を進めざるを得なかった

ことなどが重なり、作業の負担は相当大きかったという。

今回システム構築を担当した販売パートナーが、以前から同社のネット

ワーク設計に携わっていたこともあり、尽力の末にスケジュールをクリ

アして稼働にこぎ着けた。

るようになり、電話機を数台追加するといったニーズにも対応しやすく

なりました。まだ具体的な数字は出ていませんが、運用コストは従来の 

1 割程度まで削減できると思います」

また、携帯電話と、内線／外線の連携は大きく改善され、非常に便利に

なったと中根氏は話す。FMC（固定電話＋携帯電話）連携：モバイルコ

ネクト機能で顧客からの着信を担当者の携帯電話へ転送したり、社内の

別の担当者へ振り分けた

りと、内線電話と同様の

使い勝手を携帯電話でも

実現して、スピーディな

顧客対応に貢献してい

る。携帯電話キャリアが

提供しているサービスと

株式会社オプト
ビジネス IT 本部

MIS 部
部長

中根 誠夫 様

株式会社オプト
ビジネス IT 本部
MIS 部

原 亮 様
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今後の展開 各機能の活用、多拠点への展開で、より進んだコミュニケーションを目指す

今後は、ボイス メール機能や、合わせて導入したビデオ会議をより活

用していくこと、大阪や福岡をはじめ各拠点へ展開して、拠点間のコ

ミュニケーションを活性化することを考えている。社内システムとの連

携なども順次進めたいと中根氏は話す。

「グループ会社の中には、本社機能や営業拠点が東京にあり、オペレー

ションや制作の拠点を地方に置いているものもあります。すでに沖縄に

拠点を持つ会社と接続されていますが、これからはそうした拠点同士の

連携させて、携帯電話と固定電話間の通話料を定額

化することで、コストの大幅な抑制も果たしている。

「社内にいても営業の人間を捕まえるのはなかなか

大変だったのですが、電話の使い勝手が非常に良く

なって、効率化されていますね。フロアが別でもす

ぐ連絡できますし、外出先でも携帯電話からいった

ん社内のシスコのシステムに電話をかけ、そこから

さらに別の電話をかけることができるようになった

ので、携帯電話から直接相手にかけていた頃よりも

発信通話のコストが大幅に削減されました。また、

携帯電話の番号を通知せずに、会社の外線（ダイヤ

ルイン）経由で電話をかけることもできます。名刺

にはダイヤルインのみ記載していますが、お客さま

とのコミュニケーションもスムーズになって、便利

さを実感しています。同時にコストダウンも図れる

のは何よりです」

やり取りも活発にしていきたいと思っています」

また、セキュリティ対策の一環として、検疫・認証ソリューションの導

入も検討している。以前の IP 電話／ネットワークでは、システム側の

問題で見送っていたという。メディア関連の制作会社など、外部スタッ

フが社内に常駐することも多いため、ネットワーク全体を守る仕組みも

順次整えていきたいとのことだ。

最後に中根氏は、シスコ ユニファイド コミュニケーションの導入に

よって新たな基盤が整い、さらに発

展させていくことへの期待を語って

くれた。

「モバイルとの連携強化や、組織改

編に伴う設定変更など、すでに効果

が現れ始めている部分は、これから

より大きな効果が発揮されていくで

しょう。在宅勤務のような、ワーク 

スタイルの変化に対応できる環境を

整備するという面でも、ユニファイ

ド コミュニケーションは重要な役

割を担うことになると思います。

本社の移転をきっかけに、各拠点へ

展開していくベース ラインとして、

いいシステムが構築できました。さ

らに活用を進めて、確かな成果に結

びつけていきたいですね」

神保町 -本社

データセンター 他拠点

シスコ ユニファイド コミュニケーションのフル機能を実装してコミュニケーションロスをカット

顧客対応力の強化に貢献顧客対応力の強化に貢献

Cisco Unity
Connection x2

Cisco Unified
Communications

Manager x2

音声ゲートウェイx2

IPフォン

ビデオ会議
Web会議

携帯電話

ソフトフォン

・プレゼンス
・クリックトゥダイヤル
・ボイスメール
・Web会議
・ビデオ電話
・ソフトフォン
・モバイルコネクト

Cisco Unified
Presence x2

Cisco Unified
MeetingPlace
Express x1

PBX

LAN
LAN

LAN

WAN

PSTN

お客さま

メディア担当者

クリエイター

営業担当者

営業担当者

携帯電話キャリアの定額
通話サービスを利用して、
携帯電話－固定電話間の
通話料を削減！

外出の多い営業担当者
はソフトフォン / ボイス
メール / モバイルコネ
クトを活用して、連絡漏
れを極小化

FMC（固定電話＋携帯電話）連携：
モバイルコネクト機能でお客さまと
営業担当者のコミュニケーションが
いつでもどこでもスムーズに。携帯電
話と内線 / 外線の連携により、無駄
な取次ぎをなくし、対応を迅速化！

最適な手段でコミュニケーションして
相互連携がスムーズに
最適な手段でコミュニケーションして
相互連携がスムーズに

必要に応じて切替

在席

不在

固定電話で応答

携帯で応答

自動応答
アナウンス

グループ代表に着信
リンガーフォン鳴動
ピックアップ

ボイスメールに
録音

専門家を
交えた三者会議

ボイスメールを
聞いて

コールバック

携帯応答可

グループ代表を選択

営業にボイスメール
携帯応答不可

ボイスメールを選択

携帯応答可

グループ代表を選択

営業にボイスメール
携帯応答不可

ボイスメールを選択

担当者に電話

ひとつの番号に電話をかけると、状況に
応じて携帯電話と固定電話のどちらか
で応答
1いつでもどこでも、確実に応答できる

電話に出られないときは自動応答
音声でボイスメールかグループ代
表への転送をお客さまが選択可能
1 最適なコミュニケーション手段
で、スムーズな顧客対応ができる

顧客対応力の向上

ミスコミュニケーションの削減

業務効率の向上

お客さまからの電話に、最適なコミュニケーション手段で、確実な応対が可能

取次ぎによる伝言やメモなどあいまいな連絡をなくし、対応の遅れやミスを防止

無駄な取次ぎや、他の電話に出ることがなくなり、時間、コストとも効率化を促進

メリット

▲ FMC（固定電話＋携帯電話）連携：モバイルコネクト機能が実現する携帯電話と固定電話を組み合わせたスムーズな
コミュニケーション フロー

▲シテムイメージ・運用フローとメリット
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株式会社オプト
所在地：東京都千代田区神田錦町 3-26　一ツ橋 SI ビル
設立：1994 年 3 月 4 日
資本金：75 億 9,535 万円（2008 年 12 月現在）
従業員数：701 名（2008 年 12 月現在）

インターネットを重要なマーケティング ツールとして捉え、「売上に直結する

eマーケティング」を事業コンセプトとして、顧客の投資対効果（ROI）を最
大化させるさまざまなサービスを提供。「広告代理」「テクノロジー」「ソリュー
ション」「コンテンツ」という 4 つの事業分野を持ち、緻密な分析に基づくプ
ロモーションや広告メディアの制作、独自システムの開発などさまざまな要素
を組み合わせて顧客のニーズを的確にサポートすることで、数多くの実績と高
い評価を得ている。また、自社開発した効果測定ツールは、業界 No1 の利用
実績を誇る。
東京（本社）、名古屋、大阪、福岡の各拠点に加えて、各事業に特化したグルー
プ会社を有しており、各地の拠点と連携しながら、より効果の高いマーケティ
ングを実践。新たな市場の創造、マーケティング活動の改善に努めている。
「最高の eマーケティング カンパニー」を目指して、人材の市場価値向上にも
力を注ぎ、業界初のコーポレートユニバーシティ「OPTアカデミー」を設立。
教育を社内の最重要課題と定め、社員の資質、プロ意識を育むことで、より高
い水準のサービスを実現している。


